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1 ．「色彩の 同時対比 の法則亅 の原著と英訳

　フ ラン ス の 化学者 Michel−Eug6ne　 Chevreul（1786−

1889）は，1824 年より王 立 ゴ ブ ラン製作所の ディレ クタ
ー

に就任して以来 ，ゴ ブラン 織りとの 関わりを通して 色

彩研究に打ち込み，実験と観察にもとつ い た実用色彩

学を構築した．

　Chevreulの 色彩関連 の 著作は何冊かあるが［1］， な

か でも 1839 年に 出版された大著「色彩の 同時対比 の

法則 とそ の 応用 」｛2］は，色彩対比 の 法則 ，色を定量 的

に定義するため の 色体系 ， 色彩調和の 理論 ， お よび こ

れらの 応用を含む 1010項からなり， 当時として は珍しい

色 図版が多数含まれてい る．この 仏語原著は 1854年

Charles　Martelにより英訳されたが［31， 英訳版の色 図版

は原著の 色図版とは ， ごく一部を除 い て異なっ て い る．

　本稿では，　C．Martelの 英訳版をもとに，とくに色図版

の 解説を 中心 に，示 唆に富んだ ChevreUlの 色彩対比

論を再考する．ChevreUlの 色彩論を理解するには，膨

大で 難解な仏語原著によるかその英語直訳版によるし

かなく，それゆえ誤解も多い ように思われる．本稿が別

稿［4］と合わせて，理解に役立 っ ことを願う．

2 ，対比の 法則と英訳版の 図版

　表 1 （次ペ ージ）に ， 原著と英訳版の 図版の 違い と本

文 の 内容 を示した．図版は ， 重要な概念 の 理解を助 け

るため に置かれる．英訳版で は，おもに色彩対比 の 法

則に重点が置かれてい るとみて良かろう．

　色彩対比につ い ては ，
Pan　I に理論が述 べ られて い

る．まず同時対比 の 定義（8）が ，
っ ぎに色調 （明暗）対比

の 例示 （9−12， 白黒図版 1）と色相対比 の 例示（13−15）が ，

さらに同時対比 の 法則を表す公 式（16−18）が述 べ られ，

以下 ， 色図版とともに実例 による解説が続く，（かっ こ内

の 数字は原文の 項番号を表す．）

　英訳版の 色図版に つ い て簡単 に説明する．

（図版 1） 白背景に置か れた純色の 円を見 っ め ると，

　円の周辺 に誘 引された補色の 縁取りが見える．

（図版2＞ 純色の 地の 上に置かれた灰色の 模様に地色

　の 補色が広が っ て見える，地色は 純度が増して見え

　る．

（図版 3） 純色の 大 円の 中に ， 別 の色の 小 円を置くとき

　の 色の 見えにっ い て述べ て い る．小 円の 色に大円の

　補色の 色み が ， 大円の 色に小 円の 補色の 色み が ，

それぞれ加わる．（同時対比）

（図版4）ある色を見 つ めたあと別の 色を見たときの 色

　は ， 初めに見た色の 補色が次の 色に混合して 見える．

　（継時対比 ，混合対比 ）

（図版5
，
6）省略，文献［5，

6
，71参照．（色調列と色相環）

（図版7−9） 省略．別稿［4］で扱う．（色彩調和の 例示）

（図版10）類似の 2色の 糸を交互 に並 べ たときの色 ．密

　に並べ るほどよく混合する．（視覚混合 ， 同化作用）

（図版11＞同上．補色 同士 の 2色の 糸の混合．

（図版 12）純色の 地の 上 に置かれた黒の 模様 に地色

の 補色が混ざる現象．（図版 2と同様の 現象）

（図版13−15）黒および純色の 地の 上に ， 金 ， 青と灰 ，
ピ

ン クと緑の 模様を置い たときに ， どの 地色が良い 配色

　となるか を述 べ てい る．文献［8】に若 干解説がある．

3 ，まとめ

　 ChevreUlは，対比 に代表される色の 見えの現象を定

性的な法則の 形にまとめ ， 多くの 実例によっ てそ の 重

要性を主張した．

　「模倣 しようとする対象物の 色を再現するため に，見

えて い る とお りの 色の色材を組み合わ せ る の で は なく，

見える色 とは異なる色材 を用い ては じめて見 えて い る

色 が再現できるこ とがある．色彩対比 の 法則を知っ てい

れ ば，どの 色を用 い れ ば良い かを正 しく選 ぶことができ

る．（333，381）亅
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表 1 原著および英訳 C．Martel版の 内容と図版の 対応 （か っ こ内の算用数字は原文 の 項番号を表す）

仏藷原著の 内容 （英訳C，Martel版も同じ） 仏話原著の 図 版 英訳C，幽 rtel版の 図 版

　　　　 前書 き（Vii−rv）
Part　l　 色彩 の同時対比 の 法則，科学 的ないし抽象的 な見 方

　　　　序 論 （1
−7）

　Sec．1 同 時対比 の 法 則と実 験的 証明 （8
−76）　　　　　　 図版 1（白黒 ）色調 （明 暗）対 比 （9−12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 版 2β 誘 引 され る補 色 （43）

　Sec．2 同 時対比・継 時対比
・
混合対 比 （77−132）

　Sec．3 色彩の 対比 現象を生 じる生 理 的原因 （133
−142）

Part　tt　 同時対比の 法則の 応用

　　　　概要 （143
−144｝

序 論　 基本概念

　　　　概要 （145）
　　§1 用語（ton，ga   e，nuance ）の 定義 （146

−155）
　　§2 色の表現と定義の ため の 図的 構成 （156

−173）

§3 色彩の 調和 （174
−L80）

§4 赤橙黄緑青菫と白黒灰との 配 色 （181
−254）

Div．1　 無限に細かい 色材による彩色物 の 模倣

　　　 概要 （255
−258）

Sec．1 キア ロ ス ク
ー

ロ （明 暗法 ）による絵画 （259
−300）

Sec．2 平面彩色による絵画 （301
−304）

Sec．3 絵画 の 彩色技法 （305
−366）

Div，2　 大きさの 知 覚され る色 材 による彩 色 物 の 模倣

　　　 概要 〔367
−371）

Sec．1 ゴ ブラン 織り（372−392）
Sec．2 ボ

ー
ヴェ の タペ ス トリ（393−398）

Sec．3 サヴォヌリの 絨毯 （399−420）
Sec．4 室 内用 タペ ス トリと絨 毯 〔421−428）
Sec．5 モ ザイク（429）
Sec．6 ゴ シ ッ ク大 教 会 の ス テ ン ドグラス （430

−438 ）

Div．3　 布地や紙への プリン ト

Sec．1 布 地への プ リン ト（439
−445）

Sec．2 色紙への 模様の プリン ト（446
−500）

Sec．3 色紙への 文字の プリン ト（501−520）
Div．4　 平面 的な彩色

Sec，／ 地 図 の 彩 色（521−526）
Sec．2 図形 の 彩 色（527−539）
Div．5　 有限な大きさをもつ 彩 色物の 配 置
Sec，1 建 築における彩色（540−555）
Sec．2 室内装飾 へ の 応用（556−655）
Sec．3 服飾への 応 用（656−730｝
Sec．4 園芸への 応 用（731

−828）

Div．6　 彩色物 の 評価と色彩対比 の 原理

　　　 概要（829−834）
Sec．1 彩色物の 評価と同 時対比 の 法則 （835−842）
Sec．2 種 々 の 芸術 作品 の 評 価と同 時対 比 の 法 則 （S43−890）
Sec，3 種々 の 芸術 に共通 な原 理 （891−935）
Sec．4 芸術作品を鑑 賞する人の 心 の あり方（936−938）

　　　 著者の 研究歴と本書の 最終結論（939−957）
　　　 対比 に 関する最近 の 考察（958−1010）

図 版4（白黒）色 立 体（159）

＝白黒図版 1A，田
〉 図版 1（43＞
　図版2 色地 に 灰色の 模様（63−70）
　図版3 同 時対比（76）
　図版4 混合対 比（78

−116）

　図版5 色調 列 （151＞
＝白黒 図版2
　図版 6 色相 環 （161）

図 版5，6，7有彩1色 と白，黒，灰 （185，202，219） ≒ 図版7，8，9
図 版 8−29（3おき）有 彩 2色と白（186−201）
図版9−30（3おき）有 彩2色 と黒（203−218）
図 版10−31（3お き）有 彩2色 と灰（220−235）

図 版 32（白黒〕光 の 影響（271−333）

9種の 色紙への 印字例（5e6−516）

図版33地図の 彩色 （524）

図版34−39 花壇 の 配 色（753
−762）

図版40（白黒 ）植え込 み の 配 置（797）

＝白黒 図版3

図版 10，11 色糸の 混合（380）

図版 12 色地に黒の 模様（444）
図 版13 色地に金の 飾 り（454−473）
図版 14色地に青 と灰 の 花飾り〔474−481）
図版 15 色地にバ ラと葉の 模様（482−484）

（Div．4とDiv．5はF．Birren版に はない ）

＝白黒図版4

　（英訳版 で は Div，6をPARTIIIと称す）

　Chevreulの 色彩対比論は，ゴブラン 織りを始め，絵

画 ， 印刷 ， 建築，服飾 ， 園芸等，多くの 分野に適用する

ための ，きわめて工 学的な色彩論だっ たの である．
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